
202３年８・９月合併号（№６８） 21・老福連事務局発①

ろうふくめ～る

８・９合併号

第２１回職員研究交流集会in福島

にゅ～す

9/19（火）に会員施設宛にメール添付しました。
ぜひお読みくださいませ。

フィールドワーク（12/1）予定

“にゅ～す”の一部を抜粋

★12/1の行程表（予定）です。
どんな職員を参加させたら良いのか悩んでおられるかもしれませ
ん… （例えば、東日本大震災時に幼少期であった若手職員さんな
ど、現地を見て感じてほしい職員さんを派遣いただくなど、もちろん
ベテラン職員さん、管理職の方も大歓迎です）
★１２/２以降の予定は“にゅ～す”をご覧くださいませ ☺☺

参
加
者
・
演
題
募
集
中
‼

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

12

／
１
・
２
現
地
、
12

／
３
オ
ン
ラ
イ
ン

   

等
も
可
能
で
す
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特養入所原則要介護３以上の
問題を考える学習会 (報告)

■

意
見
交
換

■

〇
特
例
入
所
受
入
実
績
が
多
い
。
相
談
も
多

い
。
そ
の
中
で
も
日
常
生
活
継
続
支
援
加

算
の
算
定
が
で
き
て
い
る
の
は
、
現
入
居

者
の
喀
痰
吸
引
等
必
要
者
の
比
率
要
件
で

算
定
。

→

参
加
施
設
の
中
で
３
施
設
あ
り
。

〇
即
入
居
し
て
ほ
し
い
よ
う
な
対
象
者
を
受

け
入
れ
る
余
裕
が
現
場
に
な
い
。

〇
待
機
者
が
少
な
い
。
既
入
居
者
の
状
況
に

配
慮
し
て
躊
躇
し
て
い
る
間
に
他
特
養
に

入
居
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
立
地
面
を

理
由
に
入
居
に
至
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

〇
広
域
連
合
会
か
ら
新
規
入
居
者
の
紹
介
を

受
け
る
仕
組
み
で
あ
る
（
措
置
に
近
い
イ

メ
ー
ジ
）
。

〇
要
介
護
１
・
２
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

「
申
し
込
み
で
き
な
い
」
と
い
う
誤
認
識
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

〇
市
内
の
特
養
入
居
申
込
者
が
減
少
し
て
い

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
（
原
則
要
介
護

３
以
上
移
行
）
。
食
事
介
助
に
時
間
が
か

か
り
時
間
外
勤
務
増
加
傾
向
。
介
護
職
員

負
担
増
加
に
生
活
相
談
員
と
し
て
ジ
レ
ン

マ
が
あ
る
。
日
常
生
活
継
続
支
援
加
算
は

収
入
と
し
て
欠
か
せ
な
い
。

〇
特
養
整
備
率
の
高
い
市
で
あ
り
、
中
核
市

の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
。
同
時
に
有
料

ろ
う
じ
老
人
ホ
ー
ム
増
加
傾
向
。

〇
毎
月
15

日
ま
で
に
市
老
連
に
要
介
護

１
・
２
の
入
所
受
付
報
告
義
務
が
あ
る
。

■

ま
と
め

■

★
広
域
連
合
に
り
特
養
入
所
の
流
れ
が
措
置
入
所
に

類
似
し
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
特
例
入
所
受
付
に
保

険
者
市
町
村
が
適
切
に
関
与
し
て
い
る
地
域
も
あ

れ
ば
、
受
付
し
た
報
告
を
保
険
者
市
町
村
に
す
る

の
み
の
一
方
通
行
の
地
域
も
あ
る
な
ど
、
ロ
ー
カ

ル
ル
ー
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。

★
日
常
生
活
継
続
支
援
加
算
の
算
定
は
施
設
経
営
上

欠
か
せ
な
い
が
、
算
定
要
件
の
選
択
に
よ
り
特
例

入
所
の
受
け
入
れ
を
可
能
と
す
る
工
夫
も
感
じ
ら

れ
た
。
た
だ
し
、
要
件
を
満
た
す
た
め
に
医
行
為

従
事
者
の
育
成
と
配
置
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
と

な
る
。

★
待
機
者
減
少
問
題
は
悩
み
の
種
。
日
常
生
活
継
続

支
援
加
算
の
算
定
と
、
現
入
居
者
と
の
共
生
、
介

護
職
員
の
負
担
な
ど
の
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を
同

時
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
入
所
選
考
に
お
け
る

苦
悩
を
感
じ
る
。
原
則
要
介
護
３
以
上
の
問
題
は

独
立
し
た
問
題
で
は
な
く
多
様
化
し
た
問
題
点
に

あ
ふ
れ
、
本
当
に
特
養
入
居
が
必
要
な
人
が
こ
れ

ら
の
問
題
に
よ
り
入
所
選
考
か
ら
漏
れ
や
す
い
状

況
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
意
見
交
換
で
き
な
か
っ
た
点
）

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅

の
よ
う
な
「
住
処
」
の
整
備
に
よ
る
特
養
の
存
在

価
値
の
変
化
は
ど
う
か

・
特
養
と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
高
齢
者
施
設
で
あ
る

べ
き
か
、
そ
の
た
め
に
我
々
は
ど
ん
な
運
動
を
す

べ
き
か

① 特養入所は、要介護１以上に戻した方が良い
② 日常生活継続支援加算の算定要件をもとに戻した方が良い

２１・老福連の主張の一つ（①）と、R4年12月８日の厚労省交渉で要望
した内容（②）について、参加者に尋ねたところ、参加者の多くが賛同さ
れました。老福連の要求項目の練り上げの参考にいたします
<m(__)m>



関西ブロック交流会(報告)

2023年9月4日(月)
オンライン開催
参加者：８名

サマーフェスタ（サマフェス）の歴史は、滋賀県の琵
琶湖畔に全国から100名集った2009年から始まりまし
た。「今、なぜサマフェスなのか」という企画の柱を
大切にして、『学び』と『遊び』を一泊二日の中で全
力投球させるものでした
（めっちゃ面白かったです BY 元実行委員長）

●
学
生
時
代
に
コ
ロ
ナ
を
経
験
し
た
若
い
職
員

は
対
人
関
係
の
経
験
値
が
著
し
く
少
な
い
。

飲
み
会
で
縦
社
会
を
学
ぶ
時
代
で
も
な
い
。

●
特
養
は
業
務
効
率
化
や
速
さ
を
求
め
ら
れ
、

立
ち
止
ま
る
間
も
な
く
次
の
食
事
介
助
。

●
慢
性
的
な
人
材
不
足
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
弊
害
に
。
研
修
派
遣
も
困
難
。
業

務
分
断
は
機
械
的
な
仕
事
を
生
み
、
や
り
が

い
を
見
い
だ
せ
な
い
。
語
り
あ
う
時
間
が
な

い
。

●
こ
の
仕
事
を
好
き
な
職
員
ら
が
、
そ
の
魅
力

を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
き
っ
か
け
作

り
が
必
要
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
職
員
採
用
の
た
め
の
若
手
職
員
の
リ
ク
ル
ー

タ
ー
育
成
、
実
習
を
通
し
た
大
学
等
の
養
成

校
と
の
懇
談
な
ど
求
人
の
工
夫

＊
職
場
環
境
委
員
会
の
発
足
、
自
ら
が
掲
げ
た

課
題
へ
の
取
り
組
み
結
果
を
報
告
す
る
課
題

発
表
会
の
開
催
な
ど
を
通
し
た
職
員
育
成
や

職
員
定
着

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

・職員自らが選んだ福祉の仕事を、教育者・研究者の立場から語ってもらう機会や、異業種から
福祉現場へ転職、産後の現場復帰、福祉から離れて再び福祉現場に戻ってきたなど、『なぜ福
祉なのか』を語ってもらう機会、「お年寄りの豊かな生活のために何ができるのか」をとことん話
し合う機会、利用者の日常の小さなことを賛成か反対かに分かれてディベートする激論トークバ
トル。サマフェスは、自分の思いを言語化して人に伝える場として成り立っていました。
・人材不足という波に飲み込まれ、人が人を支える福祉の仕事の魅力が世に広まらないのは寂
しいものです。新型コロナ感染対策のために対面で人と語り合う機会が減少したことの影響は、
福祉の魅力の言語化の不得手につながっているかもしれません。魅力を感じていても、言語化
する機会が少なかったり、うまくできなかったり…。
・研修を自主制作し、終えたときの、充実感と達成感を味わう体験は職員にとっての大きな宝に
なります。少なくとも元実行委員は今もそう思っていると信じたいです。
・サマフェスにきて初めて会う他法人の職員と、自己紹介後にカレーを作り始めたり、流しそう
めんの準備をしたり、BBQやキャンプファイヤーをしたり、非日常の空間で非日常のことを楽し
むことは、“快”の感情で記憶に残るはずです。楽しさの共有ができ、横のつながりができる体験
をさせてあげたい。
➡ 元実行委員たちは、こんなふうに思っています。「いまだからこそ、サマフェスなのかも⁉」
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養護老人ホーム交流会に向け
た打ち合わせ(報告)

《
養
護
老
人
ホ
ー
ム
交
流
会
の
定
期

開
催
に
む
け
て

》

＝
＝
交
流
会
定
期
開
催
の
狙
い
＝
＝

〇
全
国
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
状
況

を
確
認
で
き
る
場
と
し
て

〇
職
員
同
士
の
つ
な
が
り
・意
見
交

換
・相
談
の
場
と
し
て

〇
厚
労
省
交
渉
の
要
求
・要
望
を
と

り
ま
と
め
る
場
と
し
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
後
も
、

施
設
と
し
て
の
感
染
対
策
に
変
更

は
な
い
が
、
行
政
と
し
て
の
対
応
に

は
変
化
あ
り
。
ま
た
行
政
対
応
に

は
顕
著
な
地
域
差
あ
り
。

〇
職
員
処
遇
改
善
の
措
置
費
改
定

に
も
地
域
差
が
顕
著
。
措
置
費
算

定
資
料
の
内
容
に
詳
細
な
指
摘
が

あ
っ
た
り
、
障
害
者
等
加
算
の
認

定
の
対
象
者
枠
に
変
更
あ
り
収
入

減
に
な
っ
た
り
、
盲
養
護
で
認
め

ら
れ
る
障
害
者
等
加
算
が
一
般
養

護
で
は
認
め
ら
れ
な
い
地
域
も

あ
っ
た
り
と
地
域
に
よ
っ
た
大
き

な
違
い
が
あ
る
。

〇
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
存
在
を
知

ら
な
い
役
所
担
当
者
も
増
え
て
い

る
。
当
然
な
が
ら
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
あ
る
加
算
な
ど
を
知
ら

な
い
状
況
。

〇
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
は
多
数
存
在

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
っ

た
地
域
ご
と
の
状
況
を
把
握
し
、

共
有
し
な
が
ら
行
政
に
対
す
る
要

望
に
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
。

老人保健施設交流会にむけて

〇
介
護
老
人
保
健
施
設
と
し
て
、
老

福
連
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
施
設
は
１

施
設
だ
け
で
す
が
、
加
盟
施
設
の
法

人
内
に
介
護
老
人
保
健
施
設
を
有

し
て
い
る
の
は
約
10
法
人
で
す
。
介

護
保
険
施
設
で
あ
る
介
護
老
人
保

健
施
設
は
、
特
養
や
養
護
や
軽
費

老
人
ホ
ー
ム
と
違
い
、
こ
の
間
の
介

護
報
酬
改
定
の
際
に
お
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
も
、
医
療

機
関
と
特
に
密
接
な
関
連
を
持
た

さ
れ
て
い
る
事
業
種
別
で
す
。

〇
時
期
報
酬
改
定
で
は
、
特
養
と
同

じ
く
し
て
室
料
負
担
化
の
方
向
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
介
護
老
人
保
健
施
設
に
お
い
て
も
、

そ
の
ほ
か
の
種
別
と
同
様
に
意
見
交

換
・交
流
で
き
る
機
会
を
つ
く
る
べ

く
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
加
盟
法
人
内
の
老
健
に
お
声
を

か
け
ま
す
。

そのほかの在宅サービス種別においても、意見交流会を持ちたいという意見があります。
「老人福祉の向上をめざす」施設連絡会ではありますが、高齢者福祉における全般的な課題に目
を向ける必要性を感じます。

今後とも皆様のお力をお借りしつつ、多様な意見交流の機会を設けることができればと思います。
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「21・老福連の要求を練り上げよう！意見交換会」フリートーク

2023年度、総会にて「老福連の要求の練り上げ」を活動内容の一つとすることを確認
しました。秋の厚労省交渉に向けて、まずは意見交換会を開催しました。

〈
特
養
）

・
学
習
会
を
通
し
て
、
地
域
事
情
の
違

い
が
明
確
。
昨
年
12

月
の
要
求
項

目
に
参
加
者
概
ね
一
致
。

・
厚
労
省
と
現
場
と
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
大
き
い
。

・
経
営
成
立
の
為
の
入
所
を
考
え
る
現

状
は
お
か
し
い
。

・
社
福
減
免
増
加
。
個
室
＝
贅
沢
の
意

識
が
強
く
、
社
福
減
免
や
生
活
保
護

の
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
べ
き

・
医
療
特
定
行
為
拡
大
や
施
設
内
療
養

推
進
等
、
阻
止
し
た
い
。

〈
養
護)

・
養
護
交
流
会
で
も
措
置
控
え
問
題
明

確
。
運
営
安
定
の
為
に
重
度
者
の
受

入
や
介
護
保
険
対
応
す
る
が
、
介
護

負
担
増
で
運
営
不
安
定
。
措
置
費
単

価
増
を
要
求
し
た
い
。
処
遇
改
善
も

地
域
に
よ
っ
て
冷
遇
の
酷
さ
あ
り
。

・
契
約
入
所
へ
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
を

危
惧
。
施
設
持
ち
出
し
や
入
居
者
負

担
増
あ
り
。
25

条
に
基
づ
く
社
会

福
祉
の
責
任
を
果
た
す
べ
き

・
行
政
担
当
者
が
措
置
を
理
解
し
て
い

な
い
現
状
。

〈
ケ
ア
ハ
ウ
ス
〉

・
一
般
財
源
化
さ
れ
て
、
地
方
自
治
体

に
投
げ
ら
れ
た
。
民
間
施
設
給
与
等

改
善
費
補
助
金
に
よ
り
、
経
営
維
持

は
辛
う
じ
て
で
き
て
い
る
。
仕
組
み

の
維
持
が
必
要
。

〈
在
宅
サ
ー
ビ
ス
〉

・
コ
ロ
ナ
で
サ
ー
ビ
ス
中
断
後
に
利
用

再
開
が
な
い
。
物
価
高
騰
影
響
か
？

デ
イ
経
営
危
機
的
。

・
金
銭
的
に
デ
イ
増
回
不
可
、
生
活
が

成
り
立
た
な
い
利
用
者
増
。
２
割
負

担
拡
大
は
物
価
高
騰
禍
で
特
に
疑
問
。

・
認
知
症
デ
イ
の
経
営
厳
し
い
。
シ
ョ

ー
ト
も
埋
ま
ら
ず
経
営
回
復
難
。

〈
職
員
確
保
、
処
遇
〉

・
採
用
コ
ス
ト
増
。
紹
介
手
数
料
で
年

間
利
益
が
飛
ぶ
勢
い
。
規
制
方
針
に

期
待
薄
。

・
ネ
ッ
ト
上
で
の
介
護
業
界
悪
評
話
題

あ
り
。
国
の
責
任
で
対
策
を
！

・
今
も
将
来
的
に
も
介
護
人
材
不
足
。

公
費
投
入
な
し
に
変
化
な
し
。

・
人
材
不
足
で
特
養
ベ
ッ
ド
の
削
減
、

シ
ョ
ー
ト
廃
止
続
。
処
遇
改
善
の
稼

動
率
連
動
は
悪
循
環
。

・
利
用
者
に
負
荷
さ
れ
な
い
処
遇
改
善

で
あ
る
べ
き
。

〈
物
価
高
騰
、
介
護
保
険
法
、
高
齢
者

福
祉
〉

・
物
価
高
騰
対
策
補
助
金
で
は
不
足
。

・
若
い
人
の
為
に
高
齢
者
が
我
慢
と
い

う
論
建
は
お
か
し
い
。

・
生
産
性
向
上
は
配
置
基
準
緩
和
に
繋

が
る
危
惧
。

・
本
来
の
高
齢
者
福
祉
は
こ
う
あ
る
べ

き
だ
と
老
福
連
し
て
主
張
す
る
べ
き

だ
！

□９月２２日 本部事務局会議
▶政府要望書（案）の議論
・新型コロナ対策（全額公費負担継続／保健所機能による入院等調整／かかり増し
費用上限設定撤廃／施設内療養にかかる補助金要件の撤廃／施設内療養前提とし
た医療提供への矮小化の防止 等）

・次期改定議論への要望（昨年12月要求項目に加え、老健室料導入反対、職員確保
と処遇の在り方、物価高騰対策の在り方、介護報酬の考え方、各事業からの主張
など

●老人福祉施策の拡充とはなに？老福連が考える老人福祉とはなにか？

□１０月３日 幹事会
▶政府要望書（案）の議論
▶厚労省交渉の日程調整

（１１月初～中旬を目標に日程調整）

今後の予定
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～
～

そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み

～
～

●
マ
イ
ナ
保
険
証
・
保
険
証
廃
止
で
高
齢
者
、

施
設
・
事
業
所
は
ど
う
な
る
か
」
学
習
会

(

9
月
12
日

済
）

ー
ー

39
施
設
66
名(

事
務
局
3
名
含
む)

●
第
50
回
中
央
社
保
学
校from

岡
山

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
第
８
波
緊
急
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
を
事
務
局
・
小
林
よ

り

(
9
月
16
日

済)

■
７
団
体
の
共
同
行
動

・
団
体
署
名
提
出(

第
２
回)

と
厚
労
省
交
渉

・
記
者
会
見

（
9
月
29
日
）

～
～

ゆ
た
か
な
く
ら
し

～
～

〇
12
月
特
集
「
介
護
保
険
制
度
第
９
期
改
定
の

問
題
点
・
課
題
」

・
重
村
由
香
さ
ん(KO

BE

須
磨
き
ら
く
え
ん
）

・
川
坂
詞
子
さ
ん(

ラ
イ
ブ
リ
ィ
き
ぬ
か
け)

〇
1
月
号
「
超
高
齢
の
〝
い
ま
〟
」
90
歳
以
上

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

・
し
お
か
ぜ
荘
（
新
潟
・
特
養
）

・
信
愛
寮
（
東
京
・
養
護
）

10月3日(火) 13：30～16：30 ZOOM開催

幹事会 ・11月厚労省交渉 ・1月幹事会
・2月施設長管理職会議

※特に11月厚労省交渉での要望書議論が柱です。

⦿

新
型
コ
ロ
ナ
第
９
波
と
言
わ
れ
る
状
況
の
中
で
、
全

国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
見
ら
れ
ま
す
。
職

員
不
足
に
、
感
染
に
よ
る
欠
員
状
態
が
追
い
打
ち
を
か

け
、
多
く
の
施
設
で
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
24

年
改
定

ま
で
あ
と
半
年
と
迫
り
、
物
価
高
騰
の
煽
り
を
受
け
た

施
設
経
営
の
改
善
に
繋
が
る
報
酬
改
定
や
支
援
策
が
待

望
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
介
護
報
酬
が
あ
が
る
こ
と
は
、

利
用
者
負
担
増
に
直
結
す
る
為
、
そ
う
し
な
い
た
め
に

は
公
費
負
担
の
増
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
物
価
高
騰
は

施
設
や
事
業
所
だ
け
の
困
り
ご
と
で
は
な
く
、
国
民
全

体
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
利
用
者
負
担
増
に

直
結
し
な
い
介
護
報
酬
の
在
り
方
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
ま
す
。

⦿

現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
は
、
多
く
の
国
民
の
不

信
感
を
伴
い
な
が
ら
も
、
そ
の
動
き
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。

施
設
入
居
者
の
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
厳
重
管
理
を
基
本
と

し
つ
つ
も
暗
証
番
号
の
な
い
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
発
行
を

視
野
に
入
れ
た
動
き
が
あ
り
ま
す
。
現
行
の
健
康
保
険

証
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
理
解
で
き
な

い
事
態
で
す
。
国
民
の
声
を
聴
く
こ
と
の
な
い
政
策
が

国
民
の
生
活
を
貶
め
、
医
療
に
手
が
届
か
な
い
国
民
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
が
生
ま
れ
た
こ
と

を
、
国
民
は
よ
も
や
忘
れ
ま
い
。
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